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あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
輸
血
、
麻
酔
、
抗
生
物
質
と
書
け
ば
満
点
で

あ
っ
た
。
当
時
を
思
え
ば
、
現
在
の
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
、
内
視
鏡
手
術
、

分
子
レ
ベ
ル
の
知
見
の
進
歩
は
目
を
み
は
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は

別
の
専
門
の
図
書
を
た
ず
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
顧
み
て
、
先
人
の
知
恵
、
経
験
を

生
か
す
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
本
書
が
、
外

科
史
の
古
代
か
ら
近
世
ま
で
の
指
針
と
し
て
は
、
大
き
な
役
目
を
果

た
す
に
違
い
な
い
と
思
う
。
外
科
系
以
外
の
人
々
に
も
推
奨
で
き
る
。

最
後
に
も
う
一
つ
優
れ
て
い
る
の
は
、
固
有
名
詞
の
記
載
が
原
音

に
近
く
、
綿
密
に
調
査
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
と
も
す
れ
ば
、
特

に
英
語
以
外
は
い
い
加
減
な
記
載
が
多
い
な
か
で
、
正
確
さ
に
感
銘

を
深
く
し
た
。

た
だ
、
ピ
エ
ー
ル
・
デ
ソ
ー
は
綴
り
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
に
発
音

し
た
く
な
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
医
師
は
「
ド
ゥ
ソ
ー
」
と
発
音
す
る

（
ｐ
、
一
三
九
以
下
数
箇
所
）
。
こ
れ
は
私
が
フ
ラ
ン
ス
留
学
中
、
実
際

で
あ
り
、
「
バ
ジ
ェ
ッ
ト
」
（
ｐ
，
二
○
六
）
は
「
パ
ジ
ェ
ッ
ト
」
で
あ

る
。
私
は
整
形
外
科
医
な
の
で
、
専
門
用
語
の
誤
り
も
気
に
な
る
。
例

え
ば
、
「
骨
の
ご
指
定
」
（
ｐ
●
三
）
の
意
味
は
解
説
が
欲
し
い
し
、
「
僥

骨
下
端
」
（
ｐ
、
一
七
三
）
は
整
形
外
科
学
会
、
解
剖
学
会
の
用
語
は

「
・
・
遠
位
端
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
（
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
と
思
わ
れ
る

が
、
ｐ
、
一
九
六
で
は
「
僥
骨
」
が
「
僥
骨
」
に
な
っ
て
い
る
）

是
非
、
改
訂
の
機
会
に
訂
正
を
希
望
し
た
い
。

色
々
、
失
礼
な
言
葉
が
重
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
本
書
の
価
値
を
い

に
確
認
し
て
い
る
。
「
パ
イ
ロ
ニ
ー
」
（
ｐ
、
一
四
○
）
は
、
「
ペ
ロ
ニ
ー
」

‘

さ
さ
か
で
も
失
わ
せ
る
も
の
で
は
な
い
。

本
書
は
、
明
治
二
六
年
に
医
師
と
な
り
、
の
ち
現
在
の
東
京
女
子

医
科
大
学
の
前
身
で
あ
る
東
京
女
医
学
校
を
創
設
し
た
吉
岡
弥
生
の

書
簡
集
で
あ
る
。
書
簡
は
東
京
女
子
医
科
大
学
史
料
室
に
保
管
さ
れ

て
い
る
も
の
に
今
回
の
企
画
の
た
め
に
新
た
に
収
集
さ
れ
た
も
の
が

加
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
史
料
室
の
調
査
に
基
づ
い
た
詳
細
な
注
が

付
さ
れ
て
い
る
。

構
成
は
巻
頭
の
「
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
ー
吉
岡
弥
生
」
で
、
そ
の
生
涯

を
写
真
で
辿
り
、
さ
ら
に
「
吉
岡
弥
生
と
女
子
医
学
教
育
」
で
吉
岡

弥
生
の
前
半
生
を
中
心
に
解
説
し
書
簡
集
へ
と
導
く
。
書
簡
は
、
第

一
部
「
女
医
を
育
て
て
」
、
第
二
部
「
試
練
に
耐
え
て
」
、
第
三
部

「
幸
せ
な
晩
年
」
と
分
類
さ
れ
、
年
代
別
に
紹
介
さ
れ
る
。
個
々
の
書

簡
に
は
注
の
他
に
適
宜
解
説
も
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
東
京
女

子
医
学
専
門
学
校
・
女
子
医
科
大
学
の
卒
業
生
に
よ
る
「
私
の
吉
岡

弥
生
」
、
略
年
譜
、
最
後
に
書
簡
の
内
容
に
呼
応
す
る
き
め
細
か
い
解
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説
が
あ
る
。

第
一
部
は
明
治
三
四
年
の
吉
岡
荒
太
と
の
連
名
の
年
賀
状
に
始
ま

り
、
戦
後
の
昭
和
二
○
年
一
○
月
の
新
卒
業
生
へ
の
訓
辞
で
終
わ
る
。

こ
の
間
は
弥
生
の
生
涯
に
お
け
る
活
動
期
と
も
い
え
る
時
期
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
付
属
病
院
新
築
の
折
の
書
簡
で
、
「
幸
い

に
快
晴
そ
の
機
を
得
ば
、
展
望
富
士
の
美
は
も
っ
て
御
散
策
の
一
興

た
る
べ
く
、
さ
ら
に
院
内
多
少
の
新
工
夫
を
凝
ら
し
候
点
に
つ
き
」

と
、
当
時
の
弥
生
の
浮
き
立
つ
よ
う
な
心
境
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ

て
く
る
。
ま
た
昭
和
十
二
年
に
第
二
病
棟
が
竣
工
し
た
際
の
「
も
っ

て
総
合
病
院
と
し
て
の
完
全
な
る
機
能
を
発
揮
致
し
、
時
代
に
即
す

る
病
院
の
使
命
を
果
た
す
べ
き
覚
悟
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
学

校
・
病
院
を
率
い
る
弥
生
の
自
負
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
を
遡
っ
て
明
治
四
一
年
の
兄
鷲
山
謙
作
に
宛
て
た
東
京
至
誠
病

院
の
移
転
と
引
っ
越
し
を
告
げ
る
手
紙
と
比
較
す
る
と
、
弥
生
の
成

し
遂
げ
て
き
た
事
業
が
、
弥
生
自
身
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
と
も
す
る
と
「
女
傑
」
と
い
う
印
象
を
受
け
が
ち
な

弥
生
の
生
の
姿
が
伝
わ
る
の
は
書
簡
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

ま
た
選
挙
粛
正
運
動
に
関
す
る
書
簡
か
ら
は
、
弥
生
は
、
あ
く
ま
で

医
業
中
心
と
い
う
生
活
の
軸
を
揺
ら
す
こ
と
な
く
、
実
際
の
活
動
は

市
川
房
枝
な
ど
の
実
務
者
に
一
任
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
多
様

な
活
動
の
秘
訣
を
見
る
思
い
が
す
る
。

こ
の
よ
う
に
第
一
部
だ
け
か
ら
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
吉
岡
弥
生
像
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
が
、
本
書
で
殊
に
印
象
的
で
あ
っ
た
の
は
弥

生
と
卒
業
生
と
の
交
流
で
あ
る
。
特
に
第
二
部
の
書
簡
か
ら
は
卒
業

生
が
公
職
追
放
と
な
っ
た
弥
生
を
思
い
、
ま
た
そ
れ
に
応
え
る
弥
生

の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
編
者
が
解
説
で
指
摘
す
る
「
家
族
の

よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
親
戚
以
上
の
力
で
弥
生
を
支
え
た
」
卒
業
生

が
、
あ
た
か
も
全
国
に
散
ら
ば
っ
た
弥
生
の
分
身
の
よ
う
に
、
社
会

活
動
を
封
じ
ら
れ
た
弥
生
に
代
わ
っ
て
、
学
校
の
存
続
と
昇
格
に
心

血
を
注
い
だ
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
書
簡
集
を
読
み
進
ん
で
い
く
と
、
吉
岡
弥
生
そ
の
人
は
、
現

代
の
女
性
に
と
っ
て
も
な
お
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
人
物
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
弥
生
は
、
医
師
と
し
て
の
誇
り
、
校
長
と
し
て
の

気
概
と
経
営
手
腕
、
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任
感
、
そ
し
て
向

上
心
を
持
ち
な
が
ら
人
を
育
て
、
弥
生
自
身
も
絶
え
ず
成
長
し
た
。

し
か
し
ま
た
、
自
ら
が
わ
が
子
の
よ
う
に
育
ん
だ
人
々
に
支
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。
弥
生
が
弥
生
た
り
得
た
理
由
は
、
ま
さ
に
こ
こ

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

本
書
は
女
性
が
女
性
と
し
て
あ
る
が
ま
ま
の
姿
で
、
か
く
も
成
長

す
る
と
い
う
実
例
を
伝
え
て
い
る
。
編
者
や
東
京
女
子
医
科
大
学
の

卒
業
生
に
よ
っ
て
本
書
が
企
画
さ
れ
た
意
図
の
一
つ
は
、
あ
と
が
き

に
も
あ
る
よ
う
に
弥
生
の
書
簡
を
通
し
て
、
そ
れ
を
現
代
の
後
継
者

達
に
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
医
学
を
学
ぶ
女
性
の
み
な

ら
ず
、
多
く
の
若
い
女
性
に
手
に
し
て
ほ
し
い
本
で
あ
る
。

（
三
崎
裕
子
）
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